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組

合

恒

例

行

事

の

「

屋

形

船
納
涼
支
部
会
」
は
、
九
月
十

五
日(

金)

に
組
合
員
・
協
賛
会

を
含
め
二
十
八
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

屋

形

船

で

の

納

涼

支

部

会

は
前
回
平
成
二
十
九
年
九
月
十

五
日
に
開
催
さ
れ
て
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
六
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

出

航

は

午

後

六

時

で

し

た

が
、
五
時
半
に
は
大
半
の
参
加

者
が
浅
草
橋
の
船
宿
「
田
中
屋
」 

                

 

  

に
集
合
し
予
定
通
り
出
航
と
な

り
ま
し
た
。 

初

め

に

本

間

専

務

理

事

が

参
加
者
一
人
一
人
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
六
年
前
に
は
組
合
員

と
し
て
参
加
し
て
い
た
ア
イ
ケ

イ
印
刷
の
栗
原
逸
郎
さ
ん
が
奥

様
と
参
加
し
、
ま
た
、
十
七
年

に
わ
た
っ
て
組
合
事
務
局
員
と

し
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
小
林
加

代
子
さ
ん
も
招
待
さ
れ
、
懐
か

し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
い
ま
し
た
。 

北

島

理

事

長

は

『

コ

ロ

ナ

に
よ
っ
て
組
合
事
業
も
様
々
な 

          

 

 

 

     

 

影
響
を
受
け
た
が
、
こ
う
や
っ

て
ま
た
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

日
は
今
ま
で
の
嫌
な
こ
と
を
す

べ
て
川
に
流
し
て
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
、
こ
の
後
恩
田
製
作

所
の
恩
田
社
長
の
音
頭
で
景
気

よ
く
乾
杯
、
お
い
し
い
料
理
と

お
酒
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。   
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こ

の

ほ

ど

、

中

小

企

業

庁

か
ら
「
二
〇
二
三
年
版
中
小
企

業
白
書
」
と
「
二
〇
二
三
年
版

小
規
模
企
業
白
書
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
で
六
〇
回
目

を
数
え
る
中
小
企
業
白
書
は
二

部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一

部
で
は
、
令
和
四
年
度
（
二
〇

二
二
年
度
）
の
中
小
企
業
の
動

向
に
つ
い
て
、
第
二
部
で
は
、

変
革
の
好
機
を
捉
え
て
成
長
を

遂
げ
る
中
小
企
業
に 

つ
い
て

分
析
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ま

た

、

今

回

で

九

回

目

と

な
る
「
二
〇
二
三
年
版
小
規
模

企
業
白
書
」
は
二
部
構
成
と
な

っ
て
お
り
、
第
一
部
で
は
、
令

和
四
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）

の
小
規
模
事
業
者
の
動
向
に
つ

い
て
、
第
二
部
で
は
、
地
域
課

題
を
解
決
し
、
持
続
的
な
発
展

を
遂
げ
る
小
規
模
事
業
者
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
ま
す
。 

 

■
第
一
部 

令
和
四
年
度 (

二

〇
二
二
年
度 )

 

の
中
小
企
業
の

動
向 第

１
章 

中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
動
向  

・

足

下

の

業

況

に

つ

い

て

、 

   感
染
症
流
行
前
の
水
準
に
戻
り

つ
つ
あ
る
一
方
で
、
宿
泊
や
交

通
な
ど
、
業
種
に
よ
っ
て
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。  

・

経

営

環

境

に

つ

い

て

、

物
価
高
騰
に
よ
り
、
中
小
企
業

は
収
益
減
少
等
の
影
響
を
受
け

て
い
る
ほ
か
、
人
手
不
足
も
深

刻
な
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た

中
で
、
設
備
投
資
額
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
中
小
企
業
は
今
後

の

投

資

に

向

け

て

、

生

産

能 

力
の
拡
大
等
を
重
視
し
て
い
る
。  

 
 

第
２
章 

激
変
す
る
外
部
環

境
と
中
小
企
業
の
取
組  

・

感

染

症

や

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
構
造
変

化
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
事

業
再
構
築
に
取
り
組
む
中
小
企

業
の
割
合
が
増
え
て
い
る
と
と

も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
好
機
と
捉
え
て 

Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
の
把
握
や
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小

企
業
が
一
定
数
存
在
し
て
い
る
。  

第
３
章 

中
小
企
業
の
実
態

に
関
す
る
構
造
分
析  

・
中
小
企
業
・
小
規
模
事 

業
者
に
お
い
て
、
価
格
転
嫁
と 

   

賃
上
げ
に
は
一
定
の
関
係
が
あ

り
、
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保
す

る
上
で
も
、
価
格
転
嫁
が
重
要

で
あ
る
。  

・

ま

た

、

足

下

の

賃

上

げ

に

限

ら

ず

、

若

者

・

女

性

が

「
稼
げ
る
仕
事
・
豊
か
な
暮
ら

し
」
を
享
受
で
き
る
地
域
社
会

を
創 

る
こ
と
は
、
実
質
可
処

分
所
得
や
可
処
分
時
間
が
少
な

い
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
若
者
・

女
性
の
人
口
移
動
を
促
し
、
少

子 

化
対
策
に
も
貢
献
し
得
る
。 

第
４
、
５
章 

中
小
企
業
に

お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
地

域
内
の
企
業
立
地  

・

革

新

的

な

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ
ン
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
に
お
い
て
は
、
競
合
と
の

差
別
化
や
販
路
拡
大
と
い
っ
た

効 

果
を
得
て
い
る
。 

 

■
第
二
部 

変
革
の
好
機
を

捉
え
て
成
長
を
遂
げ
る
中
小
企

業  第
１
章 

成
長
に
向
け
た
価

値
創
出
の
実
現  

・

企

業

の

中

長

期

的

な

成

長
に
向
け
て
、
競
合
他
社
と
異 

な
る
価
値
を
創
出
す
る
た
め
の 

   

戦
略
を
構
想
し
、
実
行
す
る
こ

と
が
重
要
と
示
唆
さ
れ
る
中
、

価
値
創
出
の
た
め
の
「
戦
略
」

と
、
「
戦
略
」
の
構
想
と
実
行

の

核

で

あ

る

「

経

営

者

」

に 

焦
点
を
当
て
た
。  

―

ま

ず

、

戦

略

に

つ

い

て

は
、
競
合
他
社
と
異
な
る
価
値

創
出
の
あ
り
方
を
反
映
し
た
戦

略
の
構
想
や
実
行
を
通
じ
て
差 

別
化
を
図
る
こ
と
が
、
企
業
の

成
長
に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た

戦
略
の
構
想
や
実
行
に
向
け
て
、

特
徴
あ
る
顧
客
・
ニ
ー
ズ
等
の

設
定
や
価
値
創
出
を
継
続
し
、

試
行
錯
誤
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
。  

―

経

営

者

に

つ

い

て

は

、

企
業
の
戦
略
構
想
・
実
行
力
を

支
え
、
成
長
を
促
す
外
部
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
存
在
が
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
実
例
も
存
在
し
、

経
営
者
仲
間
と
の
積
極
的
な
交

流
が
企
業
の
成
長
意
欲
を
喚
起

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。 

 

ま

た

、

価

値

創

出

の

た

め

の
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

人
材
や
資
金
と
い
っ
た
経
営
者

を
支
え
る
内
部
資
源
（
リ
ソ
ー  

ス
）
・
体
制
の
充
実
も
重
要
な 

  

                              

 

中
小
企
業
庁
が
二
〇
二
三
年
版
中
小
企
業
白
書
と
小
規
模
企
業
白
書
を
発
表 



要
素
で
あ
る
。
特
に
、
人
材
戦

略
の
策
定
や
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
の
活
用
に
向 

け

た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
・
強
化

は
、
こ
う
し
た
戦
略
実
現
に
資

す
る
人
材
や
資
金
の
獲
得
を
促

す
手
段
と
な
る
。  

第
２
章 

新
た
な
担
い
手
の

創
出  

・

事

業

承

継

・

Ｍ

＆

Ａ

は

、 

経

営

資

源

の

散

逸

を

防

ぐ

と
と
も
に
、
経
営
者
の
世
代
交

代
を
通
じ
た
企
業
変
革
の
好
機

で
も 

あ
り
、
若
い
後
継
者
ほ

ど
、
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
い
っ
た
事
業
再
構
築

に
取
り
組
む
傾
向
が
あ
る
。 

 

・
ま
た
、
後
継
者
の
う
ち
、

先
代
経
営
者
か
ら
経
営
に
関
す

る
意
思
決
定
な
ど
を
任
さ
れ
て

い
る
ほ
ど
、
新
た
な
取
組
に
挑

戦
す
る
傾
向
に
あ
り
、
従
業
員

か
ら
の
信
認
を
得
る
こ
と
が
業

績
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。  

 

・

さ

ら

に

、

Ｍ

＆

Ａ

成

立

前
後
の
統
合
作
業 

（

P
M

I

：

P
o

s
t
 

M
e

r
g

e
r

 

in
t
e

g
r

a
t
io

n

）
に
早
期
に
取

り
組
む
こ
と
が
期
待
以
上
の
成

果
に
つ
な
が
る
。 

  
 

 

 

第
３
章 

中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
共
通
基
盤  

・

中

小

企

業

・

小

規

模

事

業
者
の
一
層
の
価
格
転
嫁
を
進

め
る
た
め
に
は
、
価
格
交
渉
促

進
月
間
の
サ
イ
ク
ル
や
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
の
充
実
・
公
表
、

転
嫁
状
況
の
芳
し
く
な
い
親
事

業
者
に
対
す
る
指
導
・
助
言
等

の
実
施
に
よ
る
受
注
側
事 

業

者
の
取
引
環
境
の
整
備
と
い
っ

た
取
引
適
正
化
が
必
要
で
あ
る
。  

・

中

小

企

業

の

デ

ジ

タ

ル

化
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標
の
設

定
や
業
務
の
棚
卸
し
な
ど
を
戦

略
的
に
実
施
し
て
い
る
企
業
ほ

ど
、
進
展
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
展
し
て
い
る
企
業
に

お
い
て
は
、
経
営
者
の
積
極
的

な
関
与
に
加
え
、
組
織
的
・
戦 

略
的
な
取
組
を
行
う
傾
向
に
あ

る
。 ま

た

、

必

ず

し

も

高

度

な

ス
キ
ル
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル
人
材

が
い
な
く
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。  

・

中

小

企

業

支

援

機

関

に

お
い
て
は
、
各
々
で
支
援
件
数 

や
対
応
で
き
る
経
営
課
題
に
違 

   

い
が
見
ら
れ
る
。
経
営
力
再
構

築 

伴
走
支
援
は
全
国
的
に
取

組
が
進
展
し
て
い
る
が
、
よ
り

支
援
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に

も
、
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や 

支
援
機
関
内
の
相
談
員
の
能
力

向
上
が
必
要
で
あ
る
。 

第
一
部 

令
和 

四 

年
度
（
二

〇
二
二
年
度
）
の
小
規
模
事
業

者
の
動
向 

※

「

第

一

部 

令

和

四

年

度
（
二
〇
二
二 

年
度
）
の
小

規
模
事
業
者
の
動
向
」
に
つ
い

て
は
、
二
〇
二
三 

年
版
中
小

企
業
白
書
の
第
１
部
と
同
様
の

内
容
で
す
。 

第
二
部 

地
域
課
題
を
解
決

し
、
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る

小
規
模
事
業
者 

第
一
章 

地
域
の
持
続
的
発

展
を
支
え
る
事
業
者
（
地
域
課

題
解
決
等
）  

・

地

域

の

社

会

課

題

解

決

を
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組

も
う
と
す
る
事
業
者
は
増
加
し

て
お
り
、
自
治
体
に
よ
る
事
業

者 

へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い

る
。
地
域
課
題
解
決
を
事
業
と 

し
て
持
続
的
に
取
り
組
む
上
で 

は
、
収
支
の
確
保
や
円
滑
な
資 

   

 

金
調
達
が
必
要
で
あ
る
。  

・

ま

た

、

事

業

の

社

会

的

意
義
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク

ト
）
を
検
討
・
提
示
し
た
り
、

複
数
地
域
へ
の
展
開
を
行
っ
た

り 

し
て
い
る
事
業
者
に
お
い

て
は
、
事
業
が
黒
字
化
さ
れ
て

い
る
傾
向
が
あ
り
、
事
業
の
持

続
性
を
高
め
て
い
る
。  

・

地

域

課

題

解

決

に

お

い

て
、
事
業
者
と
自
治
体
の
そ
れ

ぞ
れ
が
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
両
者
を
つ

な
ぐ
組
織
・
団
体
は
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
。  

・

地

域

を

支

え

る

商

店

街

は
商
業
機
能
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
が
集
ま
る
場

所
と
し
て
の
社
会
的
機
能
へ
の

期 

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。  

第 

二 

章 

中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
共
通
基
盤 

※

「
第
二
章 

中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
共
通
基
盤
」
に
つ

い
て
は
、
二
〇
二
三 

年
版
中

小
企
業
白
書
の
第
二
部
第
三
章

と 

同
様
の
内
容
で
す
。 

「
中
小
企
業
だ
よ
り
」
よ
り

抜
粋
し
ま
し
た
。 

    

        

  

                      
 

 

 

中
小
企
業
庁
が
二
〇
二
三
年
版
中
小
企
業
白
書
と
小
規
模
企
業
白
書
を
発
表 



    

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

北

島
義
斉
会
長)

は
、
「
九
月
印
刷

の
月 

印
刷
文
化
典
」
を
九
月

十
三
日(

水)

に
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今

年

は

四

年

に

一

度

の

印

刷
文
化
典
の
年
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
休
止
し
て
い
た
講
演
会
・

懇
親
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講

演

会

で

は

「

町

工

場

の

星
、
ダ
イ
ヤ
精
機
株
式
会
社
代

表
取
締
役 

諏
訪
貴
子
氏
に
学

ぶ
新
経
営
改
革
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。   
 

式

典

で

は

日

本

印

刷

産

業

連
合
会
表
彰
（
印
刷
文
化
賞
・

印
刷
功
労
賞
・
印
刷
振
興
賞
・

特
別
賞
）
と
、
第
二
十
一
回
印

刷

産

業

環

境

優

良

工

場

表

彰 

（

経

済

産

業

大

臣

賞

・

会

長

賞
・
奨
励
賞
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

    

連

合

会

表

彰

で

は

、

全

日

シ
ー
ル
よ
り
印
刷
功
労
賞
が
早

川
正
彦
氏(

神
奈
川
シ
ー
ル
組

合
元
理
事
長)

に
、
印
刷
振
興

賞
が
三
川
伊
三
郎
氏(

正
札
シ

ー
ル
組
合
元
専
務
理
事)

に
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

ま

た

、

環

境

優

良

工

場

表

彰
式
で
は
、
全
日
シ
ー
ル
か
ら

九
州
シ
ー
ル
組
合
の
㈱
丸
信
の

本
社
・
山
川
工
場
が
連
合
会
会

長
賞
を
、
東
海
北
陸
シ
ー
リ
ン

グ
組
合
の
㈱
Ｉ
Ｌ
フ
ァ
ー
マ
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
が
連
合
会
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

な

お

、

日

印

産

連

で

は

、

制
度
開
始
か
ら
二
十
年
を
経
て
、

近
年
で
は
表
彰
内
容
や
運
用
面

で
課
題
や
要
望
が
で
て
き
て
お

り
、
よ
り
効
果
的
な
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
に
至
り
、
そ

の
た
め
来
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
た
環
境
優
良
工
場
表
彰
に
つ

い
て
は
開
催
を
休
止
し
、
制
度

の
見
直
し
に
着
手
す
る
こ
と
と

し
、
二
〇
二
五
年
度
よ
り
新
制

度
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。 

九
月
度
理
事
会
議
事
録 

 

■

日

時

・

九

月

七

日(

木)  

午
後
六
時 

■
場
所
・
組
合
会
議
室 

■

出

席

者 

北

島

憲

高

、

大
澤
雅
純
、
本
間
敏
道
、
平
山

愛
二
郎
、
保
坂
知
彦
、
前
田
智

信
、
清
宮
和
夫(

参
与)

 

【
議
題
】 

①
委
員
会
報
告 

事
業
委
員
会 

組
合
取
扱
商

品
値
上
げ 

雄
型
用
紙
を
十
月

二
十
一
日
出
荷
分
よ
り
値
上
げ

を
了
承
さ
れ
た
。 

教
育
経
営
委
員
会 

Ｇ
Ｐ
認

定
制
度
の
取
得
に
向
け
て
取
得

の
メ
リ
ッ
ト
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
と

比
較
し
て
格
安
で
取
得
で
き
る

こ
と
を
今
後
啓
蒙
し
て
い
く
こ

と
を
了
承
さ
れ
た
。 

情
報
広
報
委
員
会 

ラ
ベ
ル

ニ
ュ
ー
ス
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
の
た
め
に
各
委
員
に
協

力
を
要
請
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。 

技
術
委
員
会 

ラ
ベ
ル
関
連

ミ
ニ
機
材
展
を
来
年
三
月
二
日

に
都
立
産
業
会
館
浜
松
町
館
に

て
開
催
が
決
定
し
た
こ
と
、
正

札
シ
ー
ル
と
神
奈
川
と
の
合
同

開
催
で
内
容
も
機
材
展
だ
け
で

は
な
く
、
講
演
会
や
研
修
会
な

ど
大
阪
や
九
州
の
研
修
会
の
よ

う
な
内
容
に
し
た
い
と
報
告
が

あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

 

福
利
厚
生
委
員
会 

九
月
十

五
日
開
催
の
屋
形
船
納
涼
支
部

会
は
二
十
八
名
が
参
加
す
る
こ

と
が
報
告
、
十
月
十
三
日
開
催

の
年
次
大
会
金
沢
大
会
は
十
九

名
が
参
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。 

合
同
支
部
会(

忘
年
会)

 

に
つ
い
て
は
今
後
開
催
日
時
や

内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

で
了
承
さ
れ
た
。
来
年
の
合
同

賀
詞
交
歓
会
は
一
月
十
一
日
に

上
野
精
養
軒
に
於
い
て
正
札
シ

ー
ル
担
当
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。 

②
そ
の
他 

中

央

会

会

長

表

彰 

中

央

会
会
長
表
彰
は
理
事
十
年
以
上

と
い
う
規
定
が
あ
る
が
、
北
島

理
事
長
が
該
当
す
る
た
め
推
薦

し
た
い
と
報
告
が
あ
り
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
第
一
二
一

会
ラ
ベ
ル
会
は
、
十
一
月
下
旬

か
ら
十
二
月
上
旬
に
か
け
て
佐

倉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
於
い

て
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
る
が
、
忘
年
会
な
ど
と
重
な

ら
な
い
よ
う
、
今
後
日
程
を
調

整
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

終
了
午
後
七
時
二
〇
分 

                

   

             

 

日
印
産
連
四
年
ぶ
り
に
印
刷
文
化
典 

環
境
優
良
工
場
と
連
合
会
表
彰
も
同
時
に 

北島義斉会長  



 

■
健
康
経
営
と
は 

 
最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

「
健
康
経
営
」
と
い
う
言
葉
を

目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

「
健
康
経
営
Ⓡ
」
と
は
、
企

業
が
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経

営
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
積
極

的
に
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
で

す
。
従
業
員
の
健
康
を
増
進
す 

 

            

  

る
こ
と
で
生
産
性
の
向
上
や
組

織
の
活
性
化
を
期
待
で
き
ま
す
。 

 

従
来
、
健
康
管
理
は
従
業
員

個
人
が
実
施
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

従
業
員
の
健
康
保
持
・
増
進
が

企
業
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
健

康
経
営
の
実
施
は
単
な
る
コ
ス

ト
で
は
な
く
会
社
を
成
長
さ
せ

る
投
資
で
あ
る
と
さ
れ
、
健
康

経
営
に
取
り
組
む
企
業
が
増
加

し
て
い
ま
す
。 

 

■
健
康
経
営
が
注
目
さ
れ
る

背
景
と
は
？ 

近

年

に

な

っ

て

健

康

経

営

は
、
経
済
産
業
省
や
自
治
体
な

ど
の
行
政
機
関
が
旗
振
り
役
と 

 

し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う

に
な
り
、
今
で
は
多
く
の
企
業

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

健

康

経

営

が

こ

こ

ま

で

注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景

に
は
次
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
。 

背
景
１ 

少
子
化
に
よ
る
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
と
、
人
手

不
足
の
深
刻
化
。 

背
景
２ 

定
年
退
職
年
齢
の

引
き
上
げ
と
、
職
場
の
高
齢
化
。 

背
景
３ 

従
業
員
の
健
康
状

態
が
会
社
の
業
績
や
生
産
性
に

与
え
る
影
響
が
、
科
学
的
に
証

明
さ
れ
て
き
た
。 

背

景

４ 

ワ

ー

ク

・

ラ

イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
が
社
会

的
な
課
題
と
し
て
、
注
目
さ
れ

は
じ
め
た
。 

 

■
健
康
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
と

は
？ ①

労
働
生
産
性
の
向
上
。 

②

離

職

率

の

低

下

と

人

材

の
定
着
。 

③

求

職

者

へ

ア

ピ

ー

ル

し

、

採
用
活
動
を
強
化
で
き
る
。 

④

会

社

の

知

名

度

・

ブ

ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
。 

⑤

Ｃ

Ｓ

Ｒ

や

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

を

重
視
す
る
取
引
先
へ
の
ア
ピ
ー

ル
。 ⑥

健

康

経

営

の

各

種

認

定

制
度
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
獲
得
。 

 

■
中
小
企
業
が
健
康
経
営
に

取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
と
は
？ 

中

小

企

業

は

従

業

員

の

数

が
少
な
い
の
で
、
一
人
の
従
業

員
が
健
康
や
メ
ン
タ
ル
を
害
し

た
と
き
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
企
業

よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
。 

健

康

経

営

と

い

う

言

葉

を

目
に
し
て
「
健
康
経
営
な
ん
て

大
企
業
向
け
の
取
り
組
み
だ
か

ら
、
自
社
が
中
小
企
業
の
場
合

は
あ
ま
り
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の

で
は
？
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方

も

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。 

で
す
が
、
実
は
中
小
企
業
ほ
ど

健
康
経
営
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ

ト

が

大

き

い

と

い

え

ま

す

。 

な
ぜ
な
ら
従
業
員
数
が
少
な
い

中
小
企
業
の
ほ
う
が
、
従
業
員

一
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態
が
会

社
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

直
結
す
る
か
ら
で
す
。 

 

た
と
え
ば
、
従
業
員
千
人
の

大
企
業
で
、
従
業
員
の
一
人
が

健
康
問
題
で
休
職
し
た
と
し
ま

す
。
単
純
に
数
字
だ
け
で
考
え

る
と
、
千
分
の
一
（0

.1

％
）

で
す
か
ら
会
社
全
体
の
マ
ン
パ

ワ
ー
に
そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響

は
与
え
ま
せ
ん
。
他
の
従
業
員

が
問
題
な
く
カ
バ
ー
し
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
従
業

員
五
人
の
中
小
企
業
で
従
業
員

一
人
が
休
職
し
た
場
合
は
、
同

じ
一
人
の
休
職
で
も
影
響
度
が

ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。 

 

実
に
五
分
の
一
（
二
〇
％
）

の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
失
わ
れ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
会
社
全
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
打
撃
を
受

け
ま
す
。 

 

「
健
康
経
営
」
と
い
う
言
葉

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

健
康
経
営

研
究
会
の
登
録
商
標
に
な
り
ま

す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン

フ

レ

ッ

ト

な

ど

の

媒

体

に

「
健
康
経
営
」
を
掲
載
す
る
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
経
営
研

究
会
へ
連
絡
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

【
参
考
資
料
】 d

s
-b

.jp
  

                            

 

   

 

No179 健康がいちばん !   

今注目される「健康経営」とは 

大企業より中小企業にメリット   

https://hr.ds-b.jp/what-is-healthy-company/


    

 

村
田
金
箔
グ
ル
ー
プ
（
東
京

都
文
京
区
大
塚
三
の
十
七
の
五 

電
話
〇
三
‐
三
九
四
七—

六
一

一
一
）
は
創

業

慶

応

元

年

初

代

蒔

絵

屋

卯

兵

衛

の

純

金

箔

・

蒔

絵

材

料

の

製

造

販
売

を

源

と

し

、

現

在

ま

で

「
光

る
」
も
の
に
こ
だ
わ
り
続
け 

て
い
る
特
殊
印
刷
加
工
の
素 

 
 

 
 

材

メ

ー

カ

ー

で

す

。

現

在

は

純

金

箔

だ

け
で
な
く､

特

殊

印

刷

の

箔

押

加

工

（

ホ

ッ

ト

ス

タ

ン

ピ

ン

グ

）

用

転

写

箔

や

ホ

ロ

グ

ラ

ム

(

箔

・

フ

ィ

ル

ム

・

粉

体)

な

ど

加

飾

・

美

粧

の

素

材

メ

ー

カ

ー

と

し

て
「
光
る
」 

 

 

 
 

 

    素

材

を

各

界

に

提

案

し

て
い

ま
す
。 

 

同

社

の

主

力

商

品

で

あ

る

G
L

E
A

M
 

F
o

il

（
グ
リ
ー
ム

ホ
イ
ル
）
は
村
田
金
箔
が
扱
う

箔
プ
リ
ン
ト
用
箔
材
の
総
称
で

す
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
、
色
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々

な
被
転
写
物
に
対
応
す
る
べ
く

糊(

接
着
剤)
や
離
型
層
に
様
々

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し

ま
す
。 

 

ア
ル
ミ
蒸
着
を
施
し
た
メ
タ

リ
ッ
ク
ホ
イ
ル
は
同
社
の
主
力

製
品
で
す
。
中
で
も
ス
ペ
シ
ャ

ル
メ
タ
リ
ッ
ク
は
豊
富
な
カ
ラ

ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
、
小
ロ

ッ
ト
で
も
購
入
で
き
る
同
社
の

主
力
商
品
で
す
。 

 

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
金
、
銀
以
外

も
使
い
た
い
と
い
う
声
に
応
え

る
べ
く
、
三
〇
色
以
上
の
カ
ラ

ー
展
開
に
加
え
一
般
の
方
で
も

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン

グ
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

    

同

社

は

単

な

る

箔

の

素

材

メ
ー
カ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、

今
で
は
様
々
な
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

二

〇

一

九

年

に

は

浅

草

に

念
願
の
金
箔
専
門
店
を
オ
ー
プ

ン
し
、
本
金
箔
を
中
心
に
金
箔

貼
り
加
工
や
金
箔
商
品
、
金
の

招
き
猫
な
ど
「
金
」
に
特
化
し

た
商
品
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
金
箔
を
贅
沢
に
使
用
し

た
「
金
箔
そ
ふ
と
」
も
大
人
気

商
品
で
す
。 

浅

草

と

い

う

場

所

柄

、

若

い
人
た
ち
や
観
光
客
が
多
く
訪

れ
金
箔
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ 

 

    

と
し
て
連
日
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。 

こ

の

他

に

も

創

業

一

六

〇

周
年
を
目
前
に
、
一
度
原
点
に

立
ち
戻
り
、
手
作
業
で
創
る
温

か
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

木
製
の
箔
押
し
機
を
創
り
た
い

と
、
世
界
で
十
台
の
限
定
品
、

自
宅
で
手
軽
に
扱
え
る
木
製
箔

押
し
機
「
木
兵
衛
」
を
完
成
さ

せ
業
界
の
内
外
か
ら
も
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。 

な

お

、

詳

細

は

同

社

の

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 

 m
u

r
a

t
a

-im
p

a
k

u
.c

o
m

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

    
 

  

第
二
〇
八
回

「

塚
谷
刃
物
製
作
所
」 

 
 

第
二
〇
八
回

「
村
田
金
箔
グ
ル
ー
プ
」 

金箔やホログラム箔以外にも 

アンテナショップなどユニークな挑戦も  

スペシャルメタリックカラーシリーズ  

世界で 1 0 台木製箔押し機「木兵衛」  

 

https://murata-kimpaku.com/

